


子ども 大人

12月18
日
（日）

クリスマス会

　今年は３年ぶりにゲームコーナーを設けることが
でき、親も子もとても楽しみに喜んでくれた。短時間
であったが、地域の方との交流ができ、子どもたち
の思い出になったと思う。
　公民館の利用が減り、回覧板も見ない家庭が増
え、ポスター等でお知らせをするのは困難になっ
た。コロナ禍ではすべての家庭に声をかけもでき
ず、もっと多くの方に知ってもらうための方法が課題
である。

106

ｽﾀｯﾌ
３４

保護者
４０

子ども 大人

８月２７日
（土）

「三世代ふれあい
ウォーク」

　小学校を中心核として、町内の一角を通過するよ
うに町内一周ウォーキングを実施。町内各地を探
索しながら歩き、新たな発見を楽しみ、ふれあう
ウォーキング。町内各所にて歩道の有無、広さなど
を確認しながら団体行動としての歩き方、交通ルー
ルを学びながらのウォーキングを満喫する。
　コロナの感染防止対策を取りながらの実施となっ
た。毎年増加している参加者を、どのように調整し
て実施するかが課題である。

47

スタッフ
１０

参加者
９０

12月24
日～２５
日他

境川校区10町個別
対応
「冬季防犯パトロー
ル」

　境川地区社協、土地区青少年育成協共催の１０
町合同冬季防犯パトロールを、各町・地域ごとに単
独の防犯パトロールを実施。より密な安心・安全を
守防犯パトロールの活動と見分を深める事が出来
たと好評でした。

50 140

子ども 大人

未実施です

0 0

参加者数

野
口

境
川

合計

校(地)区
①

実施日
②

活動の名称
③

活動内容

⑤参加者数

北

合計

337

令和４年度　各校（地）区青少年育成協議会　実践活動報告

実施日 活動の名称 活動内容
参加者数

校(地)区

合計

校(地)区 実施日 活動の名称 活動内容

180

1



子ども 大人

2月1日
（水）

節分豆まき会

　コロナ対応で地区住民との交流御を避けるために
平日の開催とした。大人数の活動を避けるために、
幼・小と帰ってきた順に参加することにした。外の広
場に作った鬼に像（段ボール）に向かって豆まき。
その後部屋に入って節分三択クイズに挑戦。地域
○×クイズは、松原公園に「南部ひとまもり・まちま
もり」協議会が設置した南部レトロ地図（昭和３０年
ごろの南部地域）を参考にしたクイズ。参加賞として
おにの節分クッキーとグミを配布した。
　コロナ対応で、地域住民と子どもの交流がとれな
かったので、来年は餅つきを実施したい。餅つき体
験では、地域の高齢者との交流もできるので、早く
コロナが落ち着いて、多くの人が対面で交流できる
のを待つばかりです。

78 15

子ども 大人

12月18
日
（日）

クリスマス会

　ドリンクコーナー、アメリカンドック、南部公民館内
でくじ引き、ツリーにシール貼り。寒い中でしたが、
記念品を手に親子共とても楽しんでいました。
　状況を見ながら、可能な限り多くの人が参加でき
る内容を増やしていきたいと考えています。

60

指導者
２１
おとな
２０

子ども 大人

2月19日
（日）

三世代ふれあい
交流会

　山の手自治区の住民が世代を超えて集い、体力
測定やストレッチ体操・軽スポーツなどを体験し、心
身の健全な発展を図りながら地域間の交流を行うこ
とを目的に実施した。ヴェルスパ大分の選手も参加
して、とても盛り上がった。
　今後の課題は、庇部Rの活動であり子どもの参加
が少なかったので周知を徹底して参加を促したい。

41 159

101

校(地)区
①

実施日

校(地)区 実施日 活動の名称

浜
脇

②
活動の名称

③
活動内容

活動内容
参加者数

南

合計

校(地)区 実施日 活動の名称 活動内容
参加者数

93

参加者数

西
・
青
山

合計 200

2



子ども 大人
6月10日
7月11日
9月9日
10月11日
11月10日
12月9日
1月１0日
2月10日
3月10日

あいさつ運動

　登校時の７時５０分～８時２０分の３０分間、小学校
の正門と南門の２つに分かれて児童に明るく挨拶
をする。
　行事に合わせて計画をしていますが、秋の運動
会・石垣祭りの「三世代ふれ合いあそびこーなー」
はコロナの感染予防のため中止しました。

0 120

6月15日
7月15日
9月15日
10月14日
11月15日
1月16日
2月15日
3月15日

校区内パトロール

　校区を石垣西東４丁目～１０丁目を６カ所に分け
て、３０分程度パトロールをします。通学路で危険
箇所はないか、気になる指導・生徒はいないか、見
回りやゴミ拾いを実施した。
　今後も、校区内パトロールとあいさつ運動を頑
張っていきたい。

4 154

子ども 大人

9月13日
～

9月30日
（18日間）

夏休み作品展

　夏休みに入り、各児童は夏休み作品展の工作づ
くりに取り組んだ。何を作るかイメージして作品づく
りに努力し、家の人の力も借りながら、楽しい作品
を頑張って完成させた。
　展示作品が１２０人分であったが、今後は全児童
（約３９０人）分の作品を展示できるようにしたい。

多数 15

子ども 大人

8月7日
（日）

ふれあい体操

　朝日地区体育協会と朝日小学校の後援により行
う。各町内会に呼びかけ、朝日小学校グラウンドに
て行う。人数は少なかったが、地域の方の参加が
あった。参加者にジュースと雨を配った。

8 20

12月3日
（土）

しめ縄

　１１月２３日にわらの仕分けとしめ縄作りの研修を
行い、本番当日に備える。４日に朝日小学校の体
育館にて講師２人と研修した役員を補助講師とし
て、グループごとに分かれて行った。毎年参加する
児童・保護者もおり、仕上げることができるようにな
る。

23

指導者
１２
おとな
２０

1月14日
（土）

どんど焼き

　雨天のため、朝日小学校グラウンドでのどんど焼
きは中止したが、火売神社の協力により境内で行う
ことができた。朝日小学校にしめ縄を持ってきても
らい、記念品御を渡し、しめ縄を集め火売神社まで
もっていき、神事に始まるどんど焼きを行った。
　行事の継続のためにも役員や指導者の確保が必
要である。

50

指導者
１０
おとな
３０

173

校(地)区 実施日 活動の名称 活動内容
参加者数

15

朝
日

合計

校(地)区 実施日 活動の名称 活動内容

亀
川

合計

参加者数

石
垣

合計

校(地)区 実施日 活動の名称 活動内容
参加者数

278

3



子ども 大人
7月25日
～30日
8月22日
～30日

夏休みラジオ体操
　青少年健全育成のための夏休ラジオ体操を南立
石八幡町自治会が実施。前八幡町児童公園で実
施。

87 102

10月10日
世界一短い徒競走
選手権大会の協力

　南立エンジョイ倶楽部主催の世界一短い徒競走
選手権大会が今回で終了するため、参加した児童
へ参加賞として鉛筆を配布した。

82 82

1月14日
（金）

どんど焼き

　南立石小学校グラウンドで１３時から児童・教職員
の願いが書かれた短冊を飾った竹を燃やし、無病
息災と学業成就を祈願した。前日の13日に児童に
お餅を配布した。参加者は、学校職員３、児童代表
３、エンジョイ倶楽部８，ＰＴＡ１，南立石青少年育成
協４名が参加した。
　中止や縮小が続いているので、通常のどんど焼き
ができるように、今後は早めに準備をし、声掛けが
必要だと思う。

3 16

子ども 大人

毎月15日
活動 防犯パトロール

・年間行事として継続中
・奇数月は校区内を軽車両を使用して校区内をパ
トロール。常時２名にて活動。
・偶数月は各自治会にて３～４名で各地区内を防
犯パトロール。

0 ３０名

１２月１１日
（日） 校区歩こう会

・地区体協（嶋会長）主催行事に共催

・上人ケ浜公園↔レックスホテル往復

・参加の児童に参加賞を配布

２５名 ４８名

2月17日
（金） 上人小学校６年生

卒業記念品製作

　素焼きの湯飲み、道具などは全てこちらで用意す
る。子どもたちには事前に考えていた絵柄を鉛筆
で湯飲みに下書きをし、陶芸用の絵具で色付けを
する。１クラス１時間の活動。今回ほとんどの児童が
ｉＰａｄを使って画像を検索し、参考にして絵を描い
ていた。なかなか、描くものが決まらず、１時間では
足りずに時間内に完成できない子どもも多かった。
完成できなかった子どもの分は後日改めて回収に
伺う予定にしている。後日、阿部さんが本焼きし、
卒業式までに学校に届ける予定。
　講師のご厚意により、今回で３回目の陶芸教室を
実施することができた。事前の準備等のために講
師一人に時間と労力をかけてしまうため、次年度は
別の活動ができればと考えている。

50

指導者
1

おとな
５

159

上
人

合計

参加者数

南
立
石

合計

校(地)区 実施日 活動の名称 活動内容
参加者数

実施日 活動の名称 活動内容

372

校(地)区

4



子ども 大人

１１月３日
（木）

文化の日

１０年後の自分に
手紙を書こう

　鶴見小６年生７６人に、１０年後の自分に手紙を書
いてもらった。手紙を１０年間保管後郵便局より配
達してもらう。

卒業生
76

多数

2月7日
（火）

・ＤＡＮパネ団渡辺繁治氏
1・2年生はパネルシアターを上演していただき、パ
ネルシアターの手法を通じて感性を刺激して、もの
づくりや演じる事の楽しさを学んでもらった。

2月10日
（金）

・3・4年生は、アスレチックトレーナーの専門知識を
活かした体の使い方を子ども達に体験してもらい、
楽しみながら運動を行い、脳の活性化やプロアス
リートへの道へ進む際の努力することや、注意点な
どを学んでもらった。

2月17日
（金）

5・6年生は、講師の高清水氏のＣＡ時代の経験
や、マナー講師として「マナーは人を思いやる心」と
いうことを学んでもらい、人を思いやる心の大切さ
や今後大きな夢をもって自分の進む道を決めてい
く一助となるきっかけづくりの場を提供した。
※学年ごとにプログラムと講師を変えることで、年齢
にあった内容で開催できた。学校授業と違った形
で保護者が子ども達のことを想い、子ども達のため
になる課外活動を企画運営して、継続していく事が
大切だと考えます。

3月13日
（月）

６年生を贈る会
　卒業式のリハーサルに参加して、歌等の発表を
見学し、協議会から記念品（ドクターグリップ）を贈
呈する。

76
役員
８

子ども 大人

11月24日
（木）

春木川清掃

　春木川小学校の３・４年生、先生、県土木事務所
担当者、地域住民が参加して、春木川の周辺を清
掃した。
　上流より雨などで流れてきた様なゴミもの多く感じ
た。春木川の子どもたちだけでなく、別府市全体で
取り組んで欲しい。

91

指導者
８

おとな
２３

122

参加者数

春
木
川

合計

合計

校(地)区 実施日 活動の名称 活動内容

鶴
見

鶴見小ドリーム
スクール

432

指導者
３

おとな
９

601

校(地)区 実施日 活動の名称 活動内容
参加者数

5



子ども 大人

12月23日
（金）

クリスマス
プレゼント配布

　コロナでどんど焼きが中止となり、地域交流がな
かなか難し状況が続いている。昨年に引き続きコロ
ナ感染が広がり、色んな行事が中止になるため予
定通り実施できるか心配でしたが、マスクで隠れた
顔からも気づく子どもらの笑顔がみることができ、地
域の方子ども達と関われ距離も縮まったと感じるこ
とができた。
　どんど焼きが実施できればと考えるが難しい状
況。地域、学校、ＰＴＡとのつながりを深められる行
事を今後考えていきたいと思う。

300

指導者
７

おとな
１５

子ども 大人

11月12日
（土）

楽しい♪
ペタンク大会

　ペタンク競技の理解・普及。子どもから大人、年配
者、障害を持っている方を含め、みんなでさんかで
きる競技である事の周知。
　１度だけの参加ではなかなかルールが覚えられな
いと思うので、年に一度は開催できるようペタンク協
会の方と連携を取り合いたい。幼稚園ホールでの
実施は、天候の心配はないが、コロナ感染の点で
は大人数を集められないので、屋外での開催も検
討したい。学校以外に学童にも案内ポスター掲示
させてもらい周知を広めたい。

10

指導者
４

おとな
６

１月9日
（月）

大平山
ふれあい登山

　朝日大平山まちまもり・ひとまもり協議会主催によ
り実施。自衛隊前に集合し、注意事項の後に登山
をスタート。１時間半から２時間かけて山頂に到着
し、山頂からの景色を楽しむことができた。
　育成協では、温泉卵の差し入れをして、毎年喜ば
れている。関係機関と相談しながら、今後も安全に
登山が開催できるように協力したい。

50 80

3月12日
（日）

三世代ふれあい
ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ大会

　朝日大平山まちまもり・ひとまもり協議会主催によ
り実施予定。９時集合、９時半開会式、１０時スター
ト、１１時半表彰式・閉会式。
　多くの参加者に集まってもらうため、回覧板での
お知らせや、小学校の学童などにチラシを配布し
て周知を図る。

参加者数

合計

大
平
山

300

緑
丘

合計

校(地)区 実施日 活動の名称 活動内容

322

校(地)区 実施日 活動の名称 活動内容
参加者数

150

6



子ども 大人

12月12日
（月）

しめ縄作り

門松作り

　幼稚園児と小学生は、しめ縄作りを行い、中学生
は外階段のところに、門松を一本立てた。どちらと
も、地域の方々を講師としてお招きし、ご指導をい
ただいた。講師の方々には、学校給食を試食して
もらい、学校の雰囲気を味わっていただいた。講師
の方々の熱心な指導で、立派なしめ縄と門松が完
成した。しめ縄は持ち帰って、各家庭の玄関先の
正月飾りとなった。
　しめ飾りも門松も、かなり技術が必要で、年配の
方しかわからない作業である。地域の中堅の方々
もできない部分があり、技術の継承をお願いする必
要がある。これまで、当日の下準備も地域の方々が
してくれていた部分が多かったが、高齢化により学
校で準備する部分が多くなっていて、学校にも連
携を強くお願いしなければならない。

55

指導者
４０
おとな
３

12月20日
（火）

餅つき

　５月の田植えから秋の脱穀、収穫まで一連の稲作
を体験し、稲作の大変さと重要性を体験した。多く
の団体の御協力とご指導をいただいた。当日は、
すべての園児・児童・生徒が餅つきと餅の成型を体
験し、自分たちで育てたもち米でつくった餅を、参
加された皆さんと一緒においしくいただき、交流を
深めることができた。
　いったん中止すると、再開するときの各関係者と
の連絡調整に手間取った。それぞれが担当者で替
わっていたりするので、できるだけ継続していくこと
が大切であると感じた。また、衛生面で実施に疑問
を感じている方々もいらっしゃったので、感染症対
策などしっかりとやらねばならない。

55

指導者
３２
おとな
１４

1月21日
（土）

凧上げ
（凧作り）

百人一首

どんど焼き

　昨年末に地域の方々と一緒に作ったしめ縄と門
松を燃やすとともに、子どもたちが稲作体験で育て
たもち米で作った餅をどんど焼きの火であぶって食
べ、この一年間の無病息災を願った。幼稚園児と
小学生は、当日に凧を自作して凧揚げを行った。
中学生は百人一首大会をして、伝統文化に親しん
だ。また、ＰＴＡの方々が用意してくださった雑煮
を、地域の方々と子どもたち、保護者、教職員みん

なでいただき、ふれあいを深めた。
　東山地区の自治会長さんにお願いし、全戸に案
内状を配っていただいたが、東山地区は高齢化が
進み、年ごとに参加者の減少がみられる。どんど焼
きの際に燃やす、しめ縄や門松も地域の方々のご
指導を受けているが、指導いただく方も高齢化によ
り学校まで足を運ぶことが難しくなっている。指導者

の継承が課題であると感じている。

63

指導者
２９
おとな
５２

東
山

合計

校(地)区 実施日 活動の名称 活動内容
参加者数

343
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	（修正前）市民会議地域推進協議会補助金
	（修正前）町内公民館事業費補助金
	別府市子ども会育成会連合会事業補助金
	別府市PTA連合会事業補助金
	別府市地域婦人団体連合会事業補助金
	東山地区公民館運営費補助金

